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大
阪
商
工
会
議
所
は
６
日
、
公
立
大
学
法
人
大
阪
と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ニ
シ
・
夢
洲
２
０
３
０
年
の
Ｉ

Ｒ
開
業
に
向
け
て

動
き
出
す
、
大
阪
の
東
西
軸

〜
万
博
後
の
大
阪
を
つ
く
る
。
新
産
業
が
生
ま
れ
る
。
〜
」
を

大
阪
公
立
大
学
森
之
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
阪
市
城
東
区
）
で
開
催
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
は
、
大
阪
都

心
の
東
西
軸
の
重
要
性
や
世
界
最
高
水
準
を
目
指
す
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
の
経
済
効
果
を
大
阪
全
体
に
波
及

さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
目
的
。
会
員
企
業
な
ど
か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
、

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
大

商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
は
、
大

阪
の
新
た
な
成
長
の
軸
と
し

て
の
東
西
軸
へ
の
期
待
と
と

も
に
、
万
博
か
ら
Ｉ
Ｒ
、
そ

の
先
を
見
据
え
た
大
阪
東
西

軸
の
発
展
に
関
し
て
各
社
が

今
後
の
取
り
組
み
を
考
え
る

機
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
述
べ
た
。

講
演
で
は
、
大
阪
公
立
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
の
嘉

名
光
市
教
授
が
「
大
阪
都
心

の
東
西
軸
の
重
要
性
と
可
能

性
」
と
題
し
て
講
演
。
夢
洲

と
森
之
宮
を
結
ぶ
東
西
軸
を

新
た
な
大
阪
の
成
長
軸
と
し

て
、
沿
線
ま
ち
づ
く
り
や
工

業
中
心
で
あ
っ
た
ベ
イ
エ
リ

ア
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起

き
る
都
市
へ
再
編
集
す
る
重

要
性
な
ど
を
指
摘
し
た
。

合
同
会
社
日
本
Ｍ
Ｇ
Ｍ
リ

ゾ
ー
ツ
の
貴
島
千
景
デ
ィ
レ

ク
タ
ー（
広
報
担
当
）は「
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト
が
実
現
す
る

大
阪
・
関
西
の
未
来
」
と
題

し
て
講
演
。
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
ホ

テ
ル
、
飲
食
、
ア
ー
ト
を
包

含
す
る
集
客
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
で
あ
る
Ｉ
Ｒ
が
、
大
阪

の
産
業
と
と
も
に
成
長
し
て

い
く
方
向
性
を
語
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
嘉
名
氏
、
貴
島
氏

に
加
え
、
一
般
社
団
法
人
Ｉ

Ｒ
産
業
推
進
機
構
の
勝
見
博

光
理
事
、
一
般
社
団
法
人
日

本
ホ
テ
ル
協
会
の
蔭
山
秀
一

会
長
も
登
壇
。「
Ｉ
Ｒ
と
と
も

に
め
ざ
す
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

産
業
高
度
化
の
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
海
外
の
事
例
も

挙
げ
な
が
ら
、
Ｉ
Ｒ
と
地
域

と
の
連
携
の
重
要
性
、
今
後

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

公
立
大
学
法
人
大
阪
の
福

島
伸
一
理
事
長
（
大
商
ツ
ー

リ
ズ
ム
振
興
委
員
長
）
は
閉

会
あ
い
さ
つ
で
、
Ｉ
Ｒ
開
業

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
や

新
産
業
創
出
、
人
材
育
成
な

ど
に
つ
い
て
、
産
学
官
が
連

携
し
て
取
り
組
む
必
要
性
を

強
調
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に

開
い
た
交
流
会
で
は
、
登
壇

者
と
参
加
者
約
１
０
０
人
が

名
刺
交
換
な
ど
を
し
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

（
上
か
ら
時
計
回
り
に
）
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
つ
大
商
の
鳥

井
信
吾
会
頭
／
閉
会
あ
い
さ
つ
に
立
つ
公
立
大
学
法
人
大
阪

の
福
島
伸
一
理
事
長
／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
議
論

す
る
（
左
か
ら
）
大
阪
公
立
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
の
嘉

名
光
市
教
授
、
一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｒ
産
業
推
進
機
構
の
勝
見

博
光
理
事
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ホ
テ
ル
協
会
の
蔭
山
秀
一

会
長
、
合
同
会
社
日
本
Ｍ
Ｇ
Ｍ
リ
ゾ
ー
ツ
の
貴
島
千
景
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
（
広
報
担
当
）
�
６
日
、
大
阪
公
立
大
学
森
之
宮

キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
阪
市
城
東
区
）

大阪府の中南部に位置する
政令指定都市、堺。ここでは
限られた農地で高効率に栽培
し、何度も収穫できる軟弱野
菜の生産が盛んだ。中でも「な
にわの特産品」の一つ「大阪
こまつな」は、大阪府内で堺
市が生産量ナンバーワンを誇
っている。
大阪こまつなは、葉物野菜

の中では葉がしっかりしてお
りアクが少なく、栄養価が高
いので、おひたしや汁物、漬
物、炒め物などに使える。年
間を通じて人気の高い野菜で
ある。
そんな大阪こまつなを生産

しているのが「しものファー

ム」だ。これまで培ってきた
技術によって、柔らかく、甘
みがあり、歯切れの良いこま
つなの生産を実現している。
離乳食の赤ちゃんからお年寄
りまで食べやすいと特に評
判。色の濃さも特長である。
「明日の人類の

食と農を考え担っ
ていく」を理念に、
同社は安全・安心
の野菜を作り続け
ている。 議員紹介・談話室 笠谷 昌宏氏 �

（堺商工会議所）
当連載では、グレーターミナミ

の各商工会議所が各エリアの自慢
の食体験について紹介し、その魅
力を１年かけてお伝えします。

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博

覧
会
の
成
果
検
証
委
員
会
第

２
回
会
合
が
２
月
２７
日
、
経

済
産
業
省
で
開
か
れ
、
大
阪

商
工
会
議
所
か
ら
は
鳥
井
信

吾
会
頭
が
出
席
し
た
。

同
委
員
会
は
、
万
博
の
成

果
を
検
証
し
、
レ
ガ
シ
ー
と

し
て
次
世
代
に
継
承
し
て
い

く
た
め
、
経
済
産
業
相
お
よ

び
国
際
博
覧
会
担
当
相
の
も

と
で
、
有
識
者
・
関
係
者
の

参
加
を
得
て
検
討
す
る
枠
組

み
。
今
回
は
、
特
に
万
博
の

レ
ガ
シ
ー
展
開
に
つ
い
て
議

論
し
た
。

鳥
井
会
頭
は
、
万
博
に
お

け
る
大
商
の
取
り
組
み
の
成

果
と
レ
ガ
シ
ー
展
開
案
と
し

て
５
点
を
紹
介
。
�
中
小
企

業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
技

術
革
新
な
ど
を
京
都
・
神
戸

の
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て

支
援
す
る
仕
組
み
の
構
築
�

海
外
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

若
手
経
営
者
の
交
流
継
続
や

３３
歳
以
下
の
若
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
「
シ
ェ
イ
プ
・
ニ
ュ
ー

ワ
ー
ル
ド
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
」
の
取
り
組
み
支
援
�
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
支
援
�

大
屋
根
リ
ン
グ
の
残
置
な
ど

夢
洲
の
場
の
継
承
支
援
�
中

小
企
業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ

ェ
ト
ロ
）
に
よ
る
海
外
展
開

支
援
。
以
上
を
踏
ま
え
、「
剰

余
金
の
配
分
は
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
で
の
バ
ラ
ン
ス
が

重
要
」
と
発
言
し
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

２７
〜
２８
日
、
国
内
外
の
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
を
一
堂
に
集

め
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
展

示
・
販
売
を
行
う
イ
ベ
ン
ト

「D
ocoD

em
o
Festi

val
O
SA
K
A

」（
略
称
�

D
D
Fes

）
を
な
ん
ば
広

場
と
な
ん
さ
ん
通
り
で
開
催

す
る
。

世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
、

小
型
Ｅ
Ｖ
の
最
先
端
を
走
る

Lean
M
obility

な
ど

注
目
の
国
内
外
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
５０
社
あ
ま
り
が
最
新
の

商
品
を
展
示
す
る
。
ま
た
、

「
モ
ノ
づ
く
り
体
験
ゾ
ー
ン
」

を
新
た
に
設
置
し
、
ろ
紙
と

金
属
板
を
使
っ
た
金
属
空
気

電
池
の
組
み
立
て
体
験
や
食

品
サ
ン
プ
ル
の
製
作
体
験
も

実
施
し
、
次
世
代
を
担
う
若

手
層
に
対
し「
も
の
づ
く
り
」

へ
の
興
味
を
誘
引
す
る
。

今
回
は
、
万
博
開
催
年
を

記
念
し
、
万
博
に
出
展
し
た

中
小
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
１２
社
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

リ
バ
イ
バ
ル
展
示
を
実
施
。

そ
の
ほ
か
、「
ガ
ス
パ
ビ
リ
オ

ン
」
な
ど
の
パ
ビ
リ
オ
ン
ス

タ
ッ
フ
が
着
用
し
た
特
別
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
展
示
・
試
着

体
験
、
サ
ラ
ヤ
の
「
健
康
タ

イ
ム
マ
シ
ン
」
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
万
博
を
思
い
出

し
、
追
体
験
を
し
て
楽
し
め

る
コ
ン
テ
ン
ツ
も
多
数
展
開

予
定
。
万
博
限
定
グ
ッ
ズ
や

フ
ー
ド
の
再
販
売
な
ど
も
予

定
し
て
お
り
、
万
博
で
の
感

動
を
２
日
間
限
定
で
街
中
に

再
現
す
る
。

企
業
関
係
者
だ
け
で
な

く
、
広
く
一
般
市
民
に
も
来

場
し
て
も
ら
い
、
幅
広
く
効

果
検
証
や
市
場
調
査
が
行
え

る
機
会
と
し
て
、
大
阪
へ
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
集
積
を

促
進
さ
せ
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大阪商工会議所はこのほど、大阪府
・大阪市と連携し、「大阪ＭＩＣＥ誘致
戦略」に基づく取り組みの一環として、
「ＯＳＡＫＡ国際会議助成金」を創設
した。国際会議の大阪開催を後押しし、
経済波及効果の拡大と都市格向上につ
なげることを目的としている。
対象は開催地が未決定で、２０２６年４

月から２０３３年３月末までに大阪府内で
開催される国際会議。要件は会期３日
以上、参加者５０人以上（うち海外２０人
以上）、３カ国・地域以上の参加など。
助成額は対象経費の２分の１以内で、
参加者数に応じ最大３，０００万
円を上限とする。
問合せ 地域振興部

�６９４４・６３２３

大商の鳥井信吾会頭（右）との記念撮影に臨むブ
ルーローズ表彰受賞者のエスペックの竹綱由紀子
さん�５日、大商

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
５

日
、「
第
４
回
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
表
彰
（
愛
称
�
ブ

ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰
）」の
表
彰

式
を
大
商
で
開
催
し
、
４５
人

が
受
賞
し
た
。

（
４
面
に
関
連
記
事
）

同
表
彰
は
、
今
後
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
、
後
進

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
女

性
リ
ー
ダ
ー
を
表
彰
す
る
制

度
。
愛
称
は
、
女
性
リ
ー
ダ

ー
が
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
打
ち

破
る
こ
と
を
願
い
、
か
つ
て

実
現
不
可
能
と
さ
れ
る
も
、

日
本
企
業
が
開
発
に
成
功
し

た
青
い
バ
ラ
に
ち
な
む
。

同
表
彰
は
、
企
業
に
お
け

る
女
性
の
役
員
・
管
理
職
登

用
を
促
進
し
、
女
性
リ
ー
ダ

ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を

後
押
し
し
て
い
る
。
２
０
１

６
〜
２０
年
度
に
大
商
が
実
施

し
た
「
大
阪
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
表

彰
」
か
ら
通
算
す
る
と
、
受

賞
者
は
３
９
６
人
と
な
っ

た
。

大阪商工会議所はこのほど、２０２６年
度健康管理サービスの受け付けを始め
た。健診機関での定期健康診断や生活
習慣病予防健診、各種人間ドックを会
員料金で受診できる。協会けんぽ加入
の事業者を対象に、同協会の健診費用
補助制度を活用したコースを
設定。
問合せ 会員組織担当

�６９４４・６２７４

（左上から時計回りに）サラヤの「健康タイムマシン」
／Lean Mobilityの都市型小型ＥＶ「Lean3」／Bact
ericoの腸内フローラ・ライフスタイル提案キット／P
ACKN-TOの新作「おにぎりサンド」／ストーリーライン
のカフェインコントロールコーヒー

一
本
の
木
か
ら
の
恵
み

入
学
や
入
社
が
４
月
な
の

は
世
界
で
見
れ
ば
少
数
派
だ

が
、
日
本
で
は
、
桜
と
共
に

訪
れ
る
出
会
い
・
別
れ
を
象

徴
す
る
▼
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は

接
ぎ
木
に
よ
っ
て
増
や
さ

れ
、
元
を
た
ど
れ
ば
一
本
の

木
に
行
き
着
く
。
同
じ
Ｄ
Ｎ

Ａ
ゆ
え
に
地
域
ご
と
に
一
斉

に
咲
き
、
一
斉
に
散
る
。
春

の
訪
れ
を
告
げ
、
出
会
い
と

別
れ
の
季
節
を
彩
り
街
は
一

気
に
華
や
ぐ
。
こ
の
息
の
合

っ
た
リ
ズ
ム
が
日
本
な
ら
で

は
の
景
観
を
作
り
出
し
て
い

る
▼
桜
の
下
で
人
々
は
、
新

し
い
出
会
い
と
古
い
絆
を
確

か
め
る
。同
じ
花
を
見
上
げ
、

杯
を
交
わ
し
、
語
り
合
う
。

こ
の
文
化
は
日
本
人
が
大
切

に
し
て
き
た
『
和
』
の
精
神

を
育
み
社
会
全
体
の
調
和
へ

と
広
が
っ
て
い
く
。
そ
し
て

季
節
の
習
慣
は
、
人
の
流
れ

と
共
に
経
済
を
も
動
か
す
。

開
花
予
想
が
連
日
ニ
ュ
ー
ス

で
報
じ
ら
れ
、
人
々
は
旅
の

計
画
を
立
て
る
。
桜
に
ち
な

ん
だ
商
品
が
売
れ
、
世
界
中

か
ら
観
光
客
が
こ
の
一
瞬
を

目
指
し
て
や
っ
て
く
る
▼
元

来
、
経
済
目
的
で
始
ま
っ
た

訳
で
は
な
い
一
本
の
木
か
ら

受
け
継
が
れ
た
生
命
が
、

『
和
』を
育
み
、
人
を
繋
ぎ
、

経
済
を
も
動
か
す
。
短
期
的

な
成
果
も
重
要
だ
が
、
本
物

だ
か
ら
長
く
継
承
さ
れ
、
時

代
や
経
済
社
会
の
変
化
に
も

対
応
し
な
が
ら
、
受
け
継
が

れ
続
け
て
い
る
。
桜
を
見
上

げ
新
た
な
始
ま
り
へ
の
希
望

を
感
じ
た
い
。（
し
の
の
め
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

�ＯＳＡＫＡ国際会議助成金�創設
国際会議の大阪開催を支援

２０２６年度健康管理サービス

２０２５年度共済制度優秀推進員表彰式を
実施 �
大商ロビーでオオカミベンチのお披露
目会 �

大阪企業家ミュージアムの累計来館者
数３９万人達成 �

活
躍
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
４５
人

第
４
回

ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
賞
を
受
賞

万
博
成
果
検
証
委
員
会
第
２
回
会
合

鳥
井
会
頭
ら

万
博
の
レ
ガ
シ
ー
展
開
を
議
論

新興の未来を彩る新製品・サービスを展示
万博リバイバルゾーンも
３月２７、２８日 なんば広場などで

▼詳細は
こちら

�１０�

味
わ
う

グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ

▼詳細は
こちら

なにわ特産品�大阪こまつな�

大
阪
こ
ま
つ
な（
堺
市
）

https���www. facebook. com�
osakacci�

Facebook
大阪商工会議所

https���www.osaka.cci.or.jp�
dnews�
ログインＩＤ d2025

ＷＥＢ版
大商ニュース

ＩＲの経済効果、東西軸で大阪全体へ
公立大学法人大阪×大阪商工会議所 共催シンポジウム

産
業
・
観
光
拠
点
を
つ
な
ぐ
新
た
な
都
市
軸

２０２６年（令和８年）３月２５日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３９４（１）
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大大商商ののががんんばばるる会会員員ささんんをを紹紹介介ししまますす！！
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ウェブ商談マッチング

成功事例成功事例成功事例
https://www.b-mall.ne.jp/

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
企

業
の
先
進
的
な
研
究
開
発
体

制
や
技
術
開
発
に
お
け
る
人

材
育
成
手
法
な
ど
が
学
べ
る

「
技
術
・
事
業
開
発
研
究
会
」

を
開
催
す
る
。

同
研
究
会
は
、
年
１０
回
の

例
会
と
企
業
見
学
会
、
参
加

者
同
士
の
交
流
会
を
予
定
。

上
半
期
は
産
業
機
器
・
セ

メ
ン
ト
・
食
品
メ
ー
カ
ー
の

研
究
開
発
手
法
や
デ
ザ
イ
ン

戦
略
・
人
材
育
成
な
ど
を
テ

ー
マ
と
し
て
取
り
あ
げ
る
。

各
回
午
後
３
時
３０
分
〜
５

時
、大
商
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

１
社
に
つ
き
各
回
２
人
ま
で

受
講
が
可
能
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１

日
、
共
済
制
度
優
秀
推
進
員

の
表
彰
式
を
大
阪
市
内
で
開

い
た
。

同
表
彰
式
は
毎
年
、
大
商

３
共
済
制
度
（
生
命
共
済
、

特
定
退
職
金
共
済
、
個
人
年

金
共
済
）
の
新
規
事
業
所
の

獲
得
な
ど
で
優
れ
た
実
績
を

上
げ
た
委
託
生
命
保
険
会
社

の
営
業
推
進
員
を
表
彰
す
る

も
の
。

２
０
２
５
年
度
の
最
優
秀

推
進
員
に
は
住
友
生
命
保
険

の
坂
梨
優
花
さ
ん
（
写
真
中

央
）
が
選
ば
れ
、
大
商
の
近

藤
博
宣
常
務
理
事
・
事
務
局

長
（
同
左
）
か
ら
表
彰
状
と

賞
金
、記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

大
商
は
現
在
、
生
命
共
済

制
度
の
加
入
を
受
け
付
け
て

い
る
。
低
廉
な
掛
金
で
死
亡

・
高
度
障
害
、
ケ
ガ
入
院
を

２４
時
間
保
障
す
る
災
害
補
償

特
約
付
団
体
定
期
保
険
で
、

審
査
な
し
、
簡
単
な
手
続
き

で
加
入
で
き
る
。

【
問
合
せ
】
共
済
事
業
室
�

６
９
４
４
・
６
３
４
１

全
国
の
商
工
会
議
所
・
商

工
会
会
員
限
定
の
商
取
引
支

援
サ
イ
ト
「
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス

モ
ー
ル
」（
運
営
事
務
局
�
大

阪
商
工
会
議
所
）
内
に
あ
る

ウ
ェ
ブ
商
談
マ
ッ
チ
ン
グ
機

能「
ザ
・
商
談
モ
ー
ル
」で
、

実
際
の
取
引
が
開
始
し
た
成

約
事
例
を
取
り
上
げ
る
。

大
阪
商
工
会
議
所
会
員
の

エ
ー
ア
シ
ス
ト
は
、
ペ
ッ
ト

用
品
な
ど
の
卸
売
を
中
心
に

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

入
会
時
に
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス

モ
ー
ル
に
つ
い
て
案
内
を
受

け
、
商
品
の
仕
入
れ
を
主
目

的
と
し
て
登
録
。
こ
れ
ま
で

買
い
手
と
し
て
１２
件
成
約
し

て
い
る
。今
回
の
案
件
で
は
、

提
案
さ
れ
た
商
品
が
い
ず
れ

も
魅
力
的
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
当
初
仕
入
れ
を
希
望
し

て
い
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品

に
加
え
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
調

味
料
に
つ
い
て
も
仕
入
れ
を

決
め
た
。

「
こ
も
れ
び
ガ
ー
デ
ン
は

商
品
の
質
の
高
さ
に
加
え

て
、
具
体
的
な
ご
提
案
を
い

た
だ
け
た
こ
と
や
レ
ス
ポ
ン

ス
が
早
か
っ
た
こ
と
も
成
約

の
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
」

「
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
を

通
じ
て
幅
広
い
業
種
の
企
業

様
と
接
点
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
特
に
新
し
い
分

野
の
商
品
の
仕
入
れ
先
開
拓

に
重
宝
し
て
い
ま
す
」

福
岡
商
工
会
議
所
会
員
の

こ
も
れ
び
ガ
ー
デ
ン
は
、
ハ

ー
ブ
ソ
ル
ト
、
カ
レ
ー
な
ど

の
調
味
料
製
造
お
よ
び
卸
、

有
機
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ブ
レ
ン
ド

の
輸
入
な
ど
を
行
う
企
業
。

「
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
」

は
過
去
に
大
商
の
リ
ア
ル
商

談
会
「
買
い
ま
っ
せ
�
売
れ

筋
商
品
発
掘
市
」
に
参
加
し

た
際
、
存
在
を
知
り
利
用
を

開
始
し
た
。

「
エ
ー
ア
シ
ス
ト
の
担
当

者
と
は
、
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
安
心
し

て
商
談
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
想
定
よ
り
も
沢

山
の
注
文
を
い
た
だ
き
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
」「
ザ
・
商
談
モ
ー
ル
の
案

件
は
い
つ
も
確
認
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
。
今
後
も
積
極

的
に
利
用
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

２０２５年９月２９日 「買いたい案件」登録
「子供も安心して食べられるオー
ガニック食品の仕入れ先事業者様を
探しております」

２
０
１
３
年
、
父
親
で
あ

る
先
代
社
長
の
急
逝
に
よ
り

４３
歳
で
社
長
に
就
任
し
た
。

当
時
、
携
帯
電
話
（
い
わ

ゆ
る
ガ
ラ
ケ
ー
）
の
充
電
置

台
を
主
力
と
し
て
い
た
事
業

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
登

場
で
、苦
境
に
陥
っ
て
い
た
。

売
上
高
は
、
最
盛
期
の
４
分

の
１
以
下
に
。

苦
渋
の
決
断
で
合
理
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
分

野
か
ら
の
撤
退
を
決
意
し
、

創
業
以
来
の
自
動
車
用
配
電

部
品
に
注
力
し
た
。

こ
こ
で
、
多
く
の
受
注
を

決
め
た
の
が
、
独
自
の
技
術

力
だ
っ
た
。「
精
密
金
属
加
工

・
精
密
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成

型
」
な
ど
の
分
野
で
は
、
右

に
出
る
企
業
が
な
か
っ
た
。

炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
成
型
技

術
で
は
、
ア
シ
ッ
ク
ス
へ
の

ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
ズ
の
部
品

納
入
に
結
び
付
け
た
。

「
先
代
の
時
か
ら
技
術
開

発
部
門
は
、
苦
し
く
て
も
残

し
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
結

果
が
出
な
い
と
き
は
、
周
り

か
ら
白
い
目
で
見
ら
れ
て
い

ま
し
た
ね
」
と
笑
う
。
い
ろ

ん
な
技
術
を
持
っ
て
い
る

「
面
白
い
会
社
」
と
認
識
い

た
だ
き
、
競
合
他
社
と
の
差

別
化
を
は
か
り
た
い
。

悩
み
は「
人
材
不
足
」。
優

秀
な
人
材
の
採
用
が
難
し

い
。
今
後
は
、
技
術
力
の
あ

る
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
・

買
収
）
も
考
え
る
。

２３
年
秋
、
日
銀
の
植
田
和

男
総
裁
が
大
阪
を
訪
れ
た
際

に
は
、
大
阪
商
工
会
議
所
の

中
堅
・
中
小
企
業
委
員
会
副

委
員
長
と
し
て
「
円
安
に
苦

し
む
中
小
企
業
の
実
態
」
を

訴
え
た
。
現
在
は
、
当
時
よ

り
さ
ら
に
円
安
が
進
ん
で
お

り
、苦
し
さ
は
変
わ
ら
な
い
。

「
政
府
の
政
策
も
あ
り
、
価

格
転
嫁
は
あ
る
程
度
は
認
め

て
く
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま

だ
で
す
」。

座
右
の
銘
は
「
一
期
一

会
」。い
ろ
ん
な
会
合
で
出
会

っ
た
人
と
の
人
間
関
係
を
大

切
に
す
る
。「
お
願
い
さ
れ
た

こ
と
は
、
必
ず
受
け
る
。
受

け
た
か
ら
に
は
、や
り
切
る
。

そ
し
て
、
最
後
ま
で
責
任
を

全
う
す
る
」。

（
細
）

具
体
的
事
例
に
刺
激

各
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、
経
営
方
針
や
研
究
開
発
体

制
に
関
す
る
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
毎

回
現
地
参
加
で
、
興
味
深
く
拝
聴
し
て
い
ま
す
。

個
社
で
は
、な
か
な
か
気
づ
け
な
い
視
点
な
ど
も
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

（
化
学
製
品
製
造
業
・
部
長
）

課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
得
る

企
業
の
キ
ー
マ
ン
か
ら
自
社
の
技
術
戦
略
や
開
発
体
制

に
つ
い
て
、
成
功
事
例
だ
け
で
な
く
失
敗
談
も
交
え
て
オ

ー
プ
ン
に
お
話
い
た
だ
け
、
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

こ
と
の
で
き
る
有
意
義
な
研
究
会
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

（
サ
ー
ビ
ス
メ
ー
カ
ー
・
担
当
部
長
）

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振
興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

全国の商工会議所・商工会の会員
限定で利用できる、日本最大級の商
取引サイト「ザ・ビジネスモール」
における商談マッチングサービス。
「仕入れたい」「製造してほしい」案
件を会員（�買い手）がウェブ上に
登録し、それに対応できる商品・サ
ービスや技術を持つ会員（�売り手）
が提案をする仕組み。年間約２４００件
の商談が行われている。
問合せ ザ・ビジネスモール事務局

�０５０・７１０５・６２２０

黒毛和牛焼肉つじ川（北区、�川
隼太代表、https���yakiniku�tsujika
wa.com）は、天神橋筋六丁目駅から
徒歩１分の好立地に２０２４年にオープ
ンした焼肉店。
独自のルートで仕入れた厳選した

黒毛和牛を、焼肉としてはもちろん、
牛骨をじっくり煮込んだスープも提
供している。１階はカウンター席、
２階はベンチシートのテーブル席を
用意しており、おひとりさまやグル
ープ、子ども連れでも安心して利用
できる。冷凍肉の持ち帰りや地方発
送も可能で、常連のお客様からは贈
答品用としても利用されている。
�川代表は「地元の皆さんが気取

らず、ふらっと立ち寄れる焼肉屋と
して、若い方から年配の方まで幅広
く来店してもらえる」地域に根付い
た店づくりを目指している。

リッツゼロ（中央区、神谷俊輔代
表取締役、https���ritz�japan.co.jp�）
は、企業の
販路拡大と
営業力強化
を目的とし
た展示会コ
ンサルティ
ング事業を
展開してい
る。
出展前の

目的整理や
ターゲット
設定、訴求
内容の明確
化 を 徹 底
し、３秒で
来場者の関
心を引き出すブース企画と導線設計
を実施。さらに、当日の接客トーク
や役割分担など実践的な運営指導ま
でを一貫して支援する。特長は、S
DGｓの取り組みに最適な再利用可
能な部材のみで構築する環境配慮型
の「ゼロブース」。使い捨ての装飾に
頼らず、商品やサービスの強みを際
立たせる設計で、廃材を出さずに高
い訴求効果を実現する。展示会を単
なる出展で終わらせず、成果創出を
見据えた戦略的な営業機会へと高め
る伴走型支援で、中小企業の挑戦を
力強く支えている。

大
阪
商
工
会
議
所
の
女
性

リ
ー
ダ
ー
表
彰
「
大
阪
サ
ク

ヤ
ヒ
メ
表
彰
」
受
賞
者
有
志

が
設
立
し
た
一
般
社
団
法
人

万
博
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
会
議
が
５

日
、「
サ
ク
ヤ
オ
オ
カ
ミ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
お

披
露
目
会
」

を
大
商
１
階

ロ
ビ
ー
で
開

催
し
た
（
写

真
）。「サ

ク
ヤ

オ
オ
カ
ミ
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
ｗ
ｅ

ｌ
ｌ
―
ｂ
ｅ

ｉ
ｎ
ｇ
な
未

来
社
会
を
実

現
す
る
た

め
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
鴻
池
朋

子
氏
が
制
作
し
た
座
っ
て
体

感
で
き
る「
オ
オ
カ
ミ
ベ
ン

チ
」を
、大
阪
・
関
西
万
博
の

大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ

ン
敷
地
内
に
１０
体
展
示
し
た

も
の
。
万
博
閉
幕
後
、
大
商

は
じ
め
全
国
各
地
に
移
設
。

お
披
露
目
会
で
は
、
藤
本

加
代
子
代
表
理
事
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
万
博
サ
ク
ヤ
ヒ

メ
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
オ
オ

カ
ミ
ベ
ン
チ
に
込
め
た
想
い

を
発
表
。
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
清
水
明
日
香
氏
に

よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ

た
。大

商
１
階
ロ
ビ
ー
で
の
設

置
は
６
月
末
ま
で
を
予
定
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

独
占
禁
止
法
と
い
え
ば
必

ず
「
公
正
取
引
委
員
会
（
一

般
的
に
は
『
こ
う
と
り
（
公

取
）』）」が
必
然
的
に
出
て
く

る
。
世
間
的
に
知
ら
れ
た
存

在
だ
。

同
法
第
８
章
第
２７
条
に
以

下
の
条
文
が
あ
る
。「
内
閣
府

設
置
法
第
４９
条
第
３
項
の
規

定
に
基
づ
い
て
、
第
１
条
の

目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
任

務
と
す
る
公
正
取
引
委
員
会

を
置
く
」「
公
正
取
引
委
員
会

は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
所
轄

に
属
す
る
」。

第
１
条
の
目
的
と
は
以
前

に
説
明
し
た
が
、
改
め
て
第

１
条
は
次
の
通
り
。「
こ
の
法

律
は
、私
的
独
占
、不
当
な
取

引
制
限
及
び
不
公
正
な

取
引
方
法
を
禁
止
し
、

事
業
支
配
力
の
過
度
の

集
中
を
防
止
し
て
（
…

…
）
公
正
且
つ
自
由
な

競
争
を
促
進
し
、
事
業
者
の

創
意
を
発
揮
さ
せ
、
事
業
活

動
を
盛
ん
に
し
、（
…
…
）
一

般
消
費
者
の
利
益
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
国
民
経
済
の

民
主
的
で
健
全
な
発
達
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」。係
る
規
定
を
達
成
す
る

た
め
の
存
在
が
公
取
で
あ

り
、
公
取
な
し
で
は
同
法
は

機
能
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

第
２７
条
の
２
に
は
公
取
の

具
体
的
な
事
務
を
列
挙
し
て

い
る
。「
私
的
独
占
の
規
制
に

関
す
る
こ
と
、
不
当
な
取
引

制
限
の
規
制
に
関
す
る
こ

と
、
不
公
正
な
取
引
方
法
の

規
制
に
関
す
る
こ
と
、
独
占

的
状
態
に
係
る
規
制
に
関
す

る
こ
と
、
所
掌
事
務
に
係
る

国
際
協
力
に
関
す
る
こ

と
」。第４５

条
で
は
、
何
人
も
、

こ
の
法
律
の
規
定
に
違
反
す

る
事
実
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
を
認
識
し
た
と
き
は
、

公
取
に
適
正
な
措
置
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い

る
。

キヤノン
理事・総合デザインセンター

所長 石川 慶文 氏
※例会終了後、交流会を予定

住友大阪セメント
常務執行役員 小堺 規行 氏

※環境・エネルギービジネス研究
会と合同開催

三菱電機 先端技術総合研究所
所長 西沢 昭則 氏

京セラ
執行役員 研究開発本部長

仲川 彰一 氏

日清食品
常務取締役 事業統括本部長 兼
Well-being推進部長 NISSIN A
CADEMY 学長 物流統括管理
者（CLO） 深井 雅裕 氏

５月２５日

６月１９日

７月２７日

８月２４日

９月２８日

▼詳細は
こちら

同店の人気メニュー「つじ川盛り」
４種類の部位を２切れずつ

技
術
・
事
業
開
発
手
法
を
学
ぶ

参
加
者
同
士
の
交
流
会
も

再利用可能な部材のみ
で構築する環境配慮型
の「ゼロブース」

大
商
共
済
制
度

カ
サ
タ
ニ
社
長

大
阪
・
関
西
万
博�
オ
オ
カ
ミ
ベ
ン
チ
�

か
さ

た
に

ま
さ

ひ
ろ

笠
谷

昌
宏
氏

優
秀
推
進
員
を
表
彰

大
商
ロ
ビ
ー
で
お
披
露
目
会�１０２�

売り手 こもれびガーデン（福岡商工会議所会員）

公正取引委員会が独禁法を運用

杉本特許事務所
所長・弁理士 杉本 勝�

買い手 エーアシスト（大阪商工会議所会員）

�１４�

独占禁止法�

what’s ザ・商談モール

技術開発力が部品メーカーの命

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

厳選した黒毛和牛を贅沢に、そして
リーズナブルに提供

リード営業の切り札�展示会成果
を最大化する支援力

売り手 積極的な提案で複数成約

買い手 多様な業種と接点を持つ

商談成立・受注
２０２５年１１月２６日

提
案

募
集

参
加
者
の
声

（２）２０２６年（令和８年）３月２５日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９４
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大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp

人 に 伝 え る 極 意 と そ の 手 法 を 学 ぶ ！人 に 伝 え る 極 意 と そ の 手 法 を 学 ぶ ！人 に 伝 え る 極 意 と そ の 手 法 を 学 ぶ ！人 に 伝 え る 極 意 と そ の 手 法 を 学 ぶ ！
伝わるプレゼン１日集中講座【実践編】伝わるプレゼン１日集中講座【実践編】伝わるプレゼン１日集中講座【実践編】伝わるプレゼン１日集中講座【実践編】

人を育てるための実践心理学入門講座人を育てるための実践心理学入門講座人を育てるための実践心理学入門講座人を育てるための実践心理学入門講座
自 ら 考 え 、 自 ら 動 く 、 自 立 し た 社 員 を 育 て る自 ら 考 え 、 自 ら 動 く 、 自 立 し た 社 員 を 育 て る自 ら 考 え 、 自 ら 動 く 、 自 立 し た 社 員 を 育 て る

２回で丸わかり！はじめての税務実務基礎講座２回で丸わかり！はじめての税務実務基礎講座２回で丸わかり！はじめての税務実務基礎講座２回で丸わかり！はじめての税務実務基礎講座
税 制 改 正 の ポ イ ン ト も わ か り や す く 解 説

（ 管 理 職 向 け ） ハ ラ ス メ ン ト 対 策 研 修（ 管 理 職 向 け ） ハ ラ ス メ ン ト 対 策 研 修（ 管 理 職 向 け ） ハ ラ ス メ ン ト 対 策 研 修（ 管 理 職 向 け ） ハ ラ ス メ ン ト 対 策 研 修
風 通 し の よ い 職 場 づ く り を 実 現 す る た め に風 通 し の よ い 職 場 づ く り を 実 現 す る た め に風 通 し の よ い 職 場 づ く り を 実 現 す る た め に風 通 し の よ い 職 場 づ く り を 実 現 す る た め に

（一般社員向け）ハラスメント対策研修（一般社員向け）ハラスメント対策研修（一般社員向け）ハラスメント対策研修（一般社員向け）ハラスメント対策研修
職 場 全 体 の 生 産 性 向 上 に も職 場 全 体 の 生 産 性 向 上 に も職 場 全 体 の 生 産 性 向 上 に も職 場 全 体 の 生 産 性 向 上 に も

指示待ち人間にならない！自ら考える力を身につける指示待ち人間にならない！自ら考える力を身につける指示待ち人間にならない！自ら考える力を身につける指示待ち人間にならない！自ら考える力を身につける
若手・中堅社員のための「改善力・問題解決力」養成講座若手・中堅社員のための「改善力・問題解決力」養成講座若手・中堅社員のための「改善力・問題解決力」養成講座若手・中堅社員のための「改善力・問題解決力」養成講座

働き方改革で重要となる働き方改革で重要となる 人事評価制度・処遇を設計する人事評価制度・処遇を設計する働き方改革で重要となる 人事評価制度・処遇を設計する働き方改革で重要となる 人事評価制度・処遇を設計する
「 賃 金 ・ 評 価 制 度 」 の 見 直 し ・ 構 築 講 座「 賃 金 ・ 評 価 制 度 」 の 見 直 し ・ 構 築 講 座「 賃 金 ・ 評 価 制 度 」 の 見 直 し ・ 構 築 講 座「 賃 金 ・ 評 価 制 度 」 の 見 直 し ・ 構 築 講 座

（管理職・職場リーダー対象）業務効率を上げるタイムマネジメント講座（管理職・職場リーダー対象）業務効率を上げるタイムマネジメント講座（管理職・職場リーダー対象）業務効率を上げるタイムマネジメント講座（管理職・職場リーダー対象）業務効率を上げるタイムマネジメント講座
チ ー ム の 時 間 を 最 大 化 し 、 生 産 性 を 高 め るチ ー ム の 時 間 を 最 大 化 し 、 生 産 性 を 高 め るチ ー ム の 時 間 を 最 大 化 し 、 生 産 性 を 高 め る

�新入社員ビジネスマナー１日
【集中】講座
～社会人としての基盤となる
「ビジネスマナー」を１日か
けて徹底指導�
大阪商工会議所は、「新入社員ビ

ジネスマナー１日【集中】講座」
を開催する。
同講座では、社会人としての基

礎となる心構えや、組織において
求められる役割・行動を学び、ビ
ジネスマナーの重要性について理
解を深め、言葉遣い、来客応対・
訪問、電話応対など、実践演習を
通じて基本マナーを身につけ実践

できるよう指導する。
日 時 ４月１５、２３日、５月８日

１０：００～１７：００
講 師 ビジネスプラス

サポートの川勝
愛・人財育成プ
ロデューサー

�管理職育成講座�１�自己改
革編
～管理職の役割と基礎を学
び、自身のマネジメントスタ
イルを作り上げる
大阪商工会議所は、「管理職育成

講座�１�自己改革編」を開催す
る。

管理職として変革の時代に自身
が変わるために、今求められてい
る管理職として必要な心構え・考
え方・行動を基礎から学ぶ。演習
・ゲームを主体に、実践して学び
を深める。
受講者からは「メリハリのある

わかりやすい講座」「演習が多く楽
しく学べた」と好評の講座。
日 時 ５月１５日１０：００～１７：００
講 師 ビジョナリーソ

リューションズ
の葉田勉代表

�管理職育成講座�２�部下育
成編
～自立する部下を育てる�時
流を捉えた部下育成術を学ぶ
大阪商工会議所は、「管理職育成

講座�２�部下育成編」を開催す

る。
管理職として、多様な考え方や

価値観の部下をどのように巻き込
み成果を出させるのか、職場の改
善をどのようにすればよいのか、
時流を捉えた部下指導の方法を学
ぶ。演習・ゲームを主体に、実践
して学びを深める。
受講者からは「講師の現場での

経験談もあり具体的だった」「現状
の問題に適応した内容だった」と
好評の講座。
日 時 ５月２２日１０：００～１７：００
講 師 ビジョナリーソ

リューションズ
の葉田勉代表

大阪商工会議所は、「（一般社
員向け）ハラスメント対策研修」
を開催する。
健全で働きやすい職場環境を

構築するためには、全社員がハ
ラスメントの定義やその影響に
ついて理解し、適切に対処する
ことが重要。同講座では「ハラ
スメント」の基礎知識から、具

体的な事例を通じて、社員一人
ひとりが職場環境の改善に貢献
できるよう支援する。
講師は、ビジネスプラスサポ

ートの麻野由佳人財育成プロデ
ューサー。７月１６日午
後１～５時。

大
阪
商
工
会
議
所
は
８

日
、財
務
諸
表
を
読
み
解
き
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
す
る
力
を

習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
検
定
試

験
」
の
第
３８
回
試
験
（
１
〜

３
級
）
を
全
国
１７
都
市
で
実

施
し
た
。

受
験
申
込
者
数
は
８
４
６

３
人
（
前
年
同
期
比
１３
・
０

％
増
）
に
上
り
、
昨
年
１０
月

の
試
験
と
あ
わ
せ
た
２
０
２

５
年
度
の
申
込
者
数
は
１
万

６
０
６
１
人
と
な
っ
た
。
今

回
、
級
別
で
は
、
財
務
諸
表

分
析
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る

入
門
の
３
級
が
、
前
年
比
１７

・
７
％
と
大
き
く
増
加
。

大
商
は
、
簿
記
の
知
識
が

不
要
で
、
財
務
・
経
理
担
当

者
の
み
な
ら

ず
、
営
業
・
企

画
な
ど
あ
ら
ゆ

る
部
門
の
社
員

に
役
立
つ
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
機

会
と
し
て
、
同

検
定
を
実
施
す

る
。
次
回
の
試

験
日
は
１０
月
１８

日
。

【
問
合
せ
】
検

定
担
当
�
６
９

４
４
・
６
４
３

０

大阪商工会議所は、「（管理職
向け）ハラスメント対策研修」
を開催する。
昨今、「指導」と「ハラスメン
ト」の区別がつけられず、「ハラ
スメント」という言葉に振り回
されている場面が散見される。
同講座では「ハラスメント」に
対する正しい理解・認識を持
ち、良好な人間関係を築くため

のコミュニケー
ションスキルと
マインドを習得
する。
講師は、ビジ

ネスプラスサポ
ートの

麻野由佳人財育成プロ
デューサー。７月８日
午後１～５時。

麻野由佳氏

大阪商工会議所は、「若手・中
堅社員のための『改善力・問題
解決力』養成講座」を開催する。
現状に満足せず向上心を持っ

て考え行動する「改善力」、問題
に的確に対処する「問題解決力」
は身につけておくべき能力。若
手・中堅社員、若手リーダーを
対象に「改善力」「問題解決力」
の必要性の認識と、考え方（思

考）の技術、実
践法について事
例紹介や演習を
交えてわかりや
すく指導する。
講師はＥＭＩ

コンサ
ルティングの福井充雄
代表。７月２２日午前１０
時～午後５時。

大阪商工会議所は、「２回で丸
わかり
はじめての税務実務基
礎講座」を開催する。
同講座では、経理担当者や法
人税の基礎を学びたい方を対象
に、法人税の概要と計算方法の
大筋が理解できるよう指導す
る。
前回参加者からは、「わかりに
くい箇所も何度も繰り返し、例

をあげて説明が
あり、ついてい
けた」との声が
寄せられてい
る。
講師は、ＴＡ

Ｃの中
谷美穂氏。７月９、１６
日（全２回）、両日とも
午後１～５時。

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
１０
日
、
開
館
以
来
の
累

計
来
館
者
数
３９
万
人
を
達
成

し
た
。

３９
万
人
目
と
な
っ
た
の

は
、
大
和
ハ
ウ
ス
リ
フ
ォ
ー

ム
（
内
山
全
浩
社
長
）
の
岡

本
信
重
西
日
本
支
社
管
理
部

次
長
と
管
理
部
総
務
経
理
課

の
宮
脇
美
憲
氏
。
１４
日
ま
で

開
催
し
て
い
た
特
別
展
示

「
夢
を
求
め
て
走
れ


大
和

ハ
ウ
ス
工
業
創
業
者

石
橋

信
夫
か
ら
受
け
継
が
れ
る
Ｄ

Ｎ
Ａ
」
を
機
に
来
館
し
た
。

見
学
を
終
え
た
岡
本
氏

は
、「
大
阪
が
こ
ん
な
に
多
く

の
企
業
家
を
輩
出
し
て
き
た

こ
と
を
知
り
感
銘
を
受
け

た
。
様
々
な
企
業
の
良
さ
を

伸
ば
し
、
次
の
世
代
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」、宮
脇
氏
は

「
大
阪
が
発
展
し
て
関
西
が

よ
り
一
層
元
気
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
語
っ
た
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

福井充雄氏

中谷美穂氏

大阪商工会議所は、「『賃金・
評価制度』の見直し・構築講座」
を開催する。
人手不足・多様な働き方・景

気変動・労働法改正など、構造
的な変化により、賃金・評価制
度を見直す企業が増えている。
制度の軸となる「人基準と仕

事基準」の考え方、役割や能力
を反映した基本給、賃金カーブ

の適正化、評価
制度の見直しな
ど、基本的な施
策を中心に、設
計・運用ポイン
トを解説する。
講師

は、升谷社労士事務所
の升谷浩樹所長。７月
２３日午後１～５時。

大阪商工会議所は、「人を育て
るための実践心理学入門講座」
を開催する。
人を育てるためには、心の仕
組みである「７つのプロセス」
と「５つの行動」の両輪を理解
することが鍵となる。
同講座では、コミュニケーシ
ョン心理学に基づき、２万人以
上に、人が自ら動く心の仕組み

を伝授してきた
講師が、人が育
つための鍵を指
南する。
講師は、心財

育成の安達美由
紀代表

取締役。７月１４日午後
１～５時。

升谷浩樹氏

累計来館者数３９万人目となった大和ハウスリフ
ォームの岡本信重氏（左）と宮脇美憲氏（右）
�１０日、大阪市安達美由紀氏

大阪商工会議所は、「（管理職
・職場リーダー対象）業務効率
を上げるタイムマネジメント講
座」を開催する。
多忙な管理職にとって、「限ら

れた時間で最大の成果を上げ
る」ことは永遠のテーマ。そし
て、成果を最大化するためには、
組織全体の「時間の使い方」を
見直すことが不可欠。

同講座では、業務のムダを省
き、チームの生産性を高めるた
めのタイムマネジメントの手法
を体系的に学ぶ。
講師は、ビジネスプラスサポ

ートの麻野由佳人財育成プロデ
ューサー。７月２８日午
前１０時～午後５時。

大阪商工会議所は、「伝わるプ
レゼン１日集中講座【実践編】」
を開催する。
用意してきたプレゼンを練習
しながらスキルアップを目指す
実践型セミナー。内容構成やス
ライドデザイン、話し方などを
講師や他受講者からの改善アド
バイスで、さらに伝わるプレゼ
ンができるようになる。事前課
題あり。

講師は、日本
プレゼンテーシ
ョン教育協会の
西原猛代表理
事。７月１５日午
前１０時３０分～午
後５時３０分。ワ

ンストップビジネスセ
ンター大阪本町（大阪
市西区）で。

西原猛氏

大商デザインスキル講座２０２６年間開催予定
開催時間

１０：００～１７：００

１０：００～１７：００

１０：００～１７：００

１０：００～１３：００

１４：００～１７：００

１４：００～１７：００

１０：００～１７：００

開催日

５月１５日、７月１０日、１１月１８日、来年１月
１５日、３月３日

５月２０日、７月１５日、９月３日、１１月２５日、
来年１月２１日、３月１０日

５月２７日、９月１６日、来年１月２７日、３月
１７日

７月２９日、来年３月２４日

７月２９日、来年３月２４日

５月１３日、９月１０日

５月２２日、９月１７日

講座名

Photoshop基本講座

Illustrator基本講座

Illustrator実践講座

Premiere入門講座

After Effects入門講座

Adobe Acrobat入門講座

InDesign基本講座

ビジネス会計検定試験
全国１７都市で実施 ２５年度受験申込者数は１６,０６１人

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

累
計
来
館
者
数
３９
万
人
を
達
成

４～７月開催の講座・研修

２０２６年（令和８年）３月２５日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９４（３）



セミナー・イベント 

サービス・制度 

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

表
彰
式
の
冒
頭
で
大
商
の

鳥
井
信
吾
会
頭
は
、「
日
本
で

も
女
性
の
首
相
が
誕
生
し
、

い
わ
ゆ
る『
ガ
ラ
ス
の
天
井
』

は
吹
き
抜
け
て
、
外
気
が
入

っ
て
き
つ
つ
あ
る
。
受
賞
者

の
皆
様
に
は
、
企
業
を
こ
え

て
つ
な
が
り
、
こ
れ
ま
で
得

た
経
験
や
理
念
を
次
の
世
代

に
継
承
し
て
ほ
し
い
」
と
祝

意
と
期
待
を
述
べ
た
。

（
１
面
参
照
）

長
谷
川
惠
一
選
定
委
員
長

（
大
商
・
人
材
育
成
委
員
長

�
エ
ー
ル
学
園
総
長
�
）
が

総
評
し
た
後
、
鳥
井
会
頭
が

ガ
ラ
ス
製
の
表
彰
楯
と
ブ
ル

ー
ロ
ー
ズ
に
ミ
モ
ザ
な
ど
を

あ
し
ら
っ
た
花
束
を
受
賞
者

に
贈
呈
し
た
。

黒
田
章
裕
副
会
頭
は
「
多

様
化
の
時
代
、
既
存
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
挑
戦
を
続
け
て

よ
り
良
い
社
会
を
創
る
と
と

も
に
、
若
い
世
代
に
多
く
の

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
育
て
て

ほ
し
い
」
と
受
賞
者
に
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
、
エ
ス

ペ
ッ
ク
の
竹
綱
由
紀
子
技
術

管
理
部
部
長
は
、「
こ
の
受
賞

は
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
の
お
力
添
え
の
賜
物
」

と
感
謝
を
述
べ
、「
小
さ
な
一

歩
が
自
分
の
気
づ
か
な
か
っ

た
可
能
性
を
広
げ
る
。
多
く

の
女
性
が
そ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
、
自
分
ら
し
く
活
躍
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」

と
式
典
を
締
め
く
く
っ
た
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

◆貿易契約（輸出編）基本実務セ
ミナー
国際標準の統一ルールであるウ

イーン売買条約とインコタームズ
を基準に、契約の成立の基本や輸
出契約の各種主要条件の設定とリ
スク対応と契約上の対策、紛争解
決手段と紛争解決条項の対応につ
いて、事例を交えて分かりやすく
解説する。
講師は国際契約、国際商事仲裁、

調停の専門家であるＧＢＣジービ
ック大貫研究所の大貫雅晴代表。
日 時 ４月７日１４：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部�６９４４・６４００
◆貿易契約（輸入編）基本実務セ
ミナー
契約交渉と契約書の役割や国際

標準の統一ルール（ウイーン売買
条約、インコタームズ）、輸入通関
と関係法などの基礎知識、貿易契
約の形態と成立の基本を学び、輸
入者の立場から、契約主要条件や
輸入商品の製造物責任、知的財産
権のリスクと対策、紛争解決手段
と紛争解決条項の規定の仕方につ
いて事例を交えて解説する。
講師は国際契約、国際商事仲裁、

調停の専門家であるＧＢＣジービ
ック大貫研究所の大貫雅晴代表。
日 時 ４月１４日１４：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部�６９４４・６４００

◆大商ニュース「同梱サービス」
大阪商工会議所は、本紙「大商

ニュース」に、会員の皆様の広告
チラシを同封する「『大商ニュー
ス』同梱サービス」を実施してい
る。
問合せ 編集担当

�６９４４・６３２４

大
阪
商
工
会
議
所
は
、「
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
会
」を
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
６
年
度

の
例
会
の
概
要
を
発
表
し

た
。２

０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け

て
国
内
外
の
情
勢
が
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
中
、
脱
炭

素
分
野
の
先
進
企
業
や
第
一

線
で
活
躍
す
る
有
識
者
な
ど

を
招
い
て
、
全
６
回
の
例
会

を
開
く
。

２６
年
度
は
国
内
外
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
め
ぐ

る
最
新
動
向
に
つ
い
て
解
説

す
る
ほ
か
、
同
分
野
で
他
社

と
の
協
業
を
進
め
る
Ｂ
ｉ
ｏ

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
が
登
壇
し
、
協

業
の
き
っ
か
け
や
狙
い
・
成

果
に
つ
い
て
発
表
す
る
。
ま

た
、
水
素
混
焼
発
電
の
実
証

な
ど
に
も
取
り
組
む
関
西
電

力
姫
路
第
二
発
電
所
の
見
学

会
を
実
施
。

参
加
者
か
ら
は
、「
毎
回
最

先
端
の
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
紹
介
さ
れ
、
参
考
に

な
る
」
な
ど
毎
年
好
評
を
得

て
い
る
。
各
回
と
も
原
則
、

午
後
３
〜
５
時
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

��ブルーローズ賞受賞者と記念撮影する大商の鳥井信吾会頭（前列中央）と黒田章裕副会頭（前
列左から６人目）、長谷川惠一選定委員長（同８人目）�いずれも５日、大商

受
賞
４５
人

赤
迫

ゆ
り
（
南
海
電
気
鉄

道

デ
ジ
タ
ル
変
革
室

デ

ー
タ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部

課
長
）

秋
田

由
美
子
（
関
西
電
力

経
営
企
画
室

経
営
企
画

部
長
）

碇
本

陽
子
（
櫻
製
作
所

業
務
部

業
務
課

チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
）

池
田

愛
子
（
関
西
電
力

関
電
ア
メ
ニ
ッ
ク
ス

代
表

取
締
役
社
長
（
出
向
））

石
川

佳
名
子
（
一
般
財
団

法
人
大
阪
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ

ー

事
業
推
進
部

課
長
）

石
田

美
紀
（
大
塚
製
薬

新
薬
開
発
本
部
ク
リ
ニ
カ
ル

イ
ン
プ
リ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

部
長

兼

治
験
ク
オ
リ
テ

ィ
室
室
長
）

泉
沢

あ
か
ね
（
大
同
生
命

保
険

大
阪
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
）

伊
丹

し
げ
こ
（
中
外
炉
工

業

開
発
本
部

商
品
開
発

部

課
長
）

伊
藤

嘉
余
子
（
公
立
大
学

法
人
大
阪

大
阪
公
立
大
学

教
授

学
長
補
佐
）

内
海

夕
香
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本

関
西
支
店

ビ
ジ
ネ
ス

営
業
部

本
部
長
）

梅
橋

啓
子
（
近
畿
電
電
輸

送

取
締
役
物
流
事
業
部

長
）

圓
藤

晶
（
レ
ン
ゴ
ー

Ｃ

ｈ
ｉ
ｅ
ｆ

Ａ
ｄ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ

ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｏ
ｆ

ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
ｒ
）

大
橋

菜
津
子
（
積
水
ハ
ウ

ス

大
阪
北
支
店

高
槻
店

店
長
）

加
甲

佐
代
子
（
共
和

品

質
保
証
室

チ
ー
ム
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）

柏
野

紗
耶
加
（
ボ
ー
テ

代
表
取
締
役
）

金
澤

成
子
（
大
阪
ガ
ス

広
報
部
大
阪
・
関
西
万
博
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
室
長
）

菊
池

由
美
子
（
信
和
商
事

総
務
部

次
長
）

久
世

祥
代
（
タ
カ
ラ
ベ
ル

モ
ン
ト

化
粧
品
品
質
保
証

部

部
長
）

河
野

恵
美
子
（
大
阪
医
科

薬
科
大
学

一
般
・
消
化
器

外
科
）

小
脇

麻
里
（
ナ
カ
ヒ
ロ

執
行
役
員

人
事
部
長
）

坂
本

芳
美
（
清
和
工
業

代
表
取
締
役
社
長
）

佐
藤

友
紀
（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ

代
表
取
締
役
）

高
倉

泉
（
大
阪
信
用
金
庫

業
務
部
兼
営
業
推
進
部

次
長
）

高
田

里
美
（
田
辺
フ
ァ
ー

マ

監
査
役
）

竹
綱

由
紀
子
（
エ
ス
ペ
ッ

ク

技
術
管
理
部

部
長
）

谷
岡

紀
子
（
大
和
ハ
ウ
ス

工
業

経
営
管
理
本
部
渉
外

部
大
阪
渉
外
室

室
長
）

出
水

浄
子
（
桜
花
研
究
所

取
締
役
）

中
嶋

順
子
（
グ
ン
ゼ

執

行
役
員

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部

部

長
）

中
島

順
子
（
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル

Ｐ
Ｒ
＆
デ
ザ
イ
ン
室

室
長
）

中
本

美
穂
子
（
日
本
生
命

保
険
相
互
会
社

本
店
法
人

市
場
部

法
人
市
場
部
長
）

中
山

あ
ゆ
み
（
西
日
本
旅

客
鉄
道

経
営
戦
略
本
部

人
財
戦
略
部

ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
推
進
室
長
（
理
事
））

野
瀬

英
津
子
（
テ
レ
ビ
大

阪

事
業
局

イ
ベ
ン
ト
担

当
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
）

萩
原

嘉
織
（
大
林
組

大

阪
本
店
建
築
事
業
部
営
業
第

二
部

担
当
部
長
）

原
田

真
由
美
（
り
そ
な
銀

行

業
務
サ
ポ
ー
ト
部
担
当

執
行
役
員
）

フ
ァ
ン
・
テ
イ
・
ト
ウ
イ
・

ハ
ン
（
信
和
商
事

南
港
営

業
所
）

藤
本

恵
美
子
（
カ
ナ
デ
ビ

ア

品
質
保
証
統
括
部

品

質
企
画
部
長

兼

夢
洲
エ

リ
ア
開
発
推
進
室
長
）

松
浦

朱
里
（
マ
ツ
六

開

発
本
部

広
報
宣
伝
部

広

報
デ
ザ
イ
ン
課

課
長
）

松
田

三
保
子
（
東
洋
テ
ッ

ク

ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ

推
進
部

部
長
）

三
浦

翔
子
（
関
西
み
ら
い

銀
行

千
林
西
支
店

支
店

長
）

溝
端

真
由
美
（
マ
ツ
六

管
理
本
部

総
務
部

人
事

課

課
長
）

宮
澤

道
子
（
関
西
大
学
大

学
院

心
理
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
「
考
動
力
」「
革

新
力
」
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）

森
本

明
子
（
公
立
大
学
法

人
大
阪

大
阪
公
立
大
学

教
授

学
長
特
別
補
佐
）

八
木

裕
子
（
大
阪
シ
テ
ィ

信
用
金
庫

支
店
長
）

矢
花

桂
子
（
池
田
泉
州
銀

行

泉
ケ
丘

兼

東
山
支

店
長
）

豫
城

聖
子
（
学
校
法
人
エ

ー
ル
学
園

募
集
開
発
事
業

本
部

本
部
長
）

（
敬
称
略
、
氏
名
五
十
音
順
）

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
年

間
約
５０
万
人
が
受
験
す
る
日

商
簿
記
検
定
の
３
級
・
２
級

講
座
を
大
阪
市
内
で
４
月
か

ら
全
５
コ
ー
ス
開
講
す
る
。

３
級
は
、
初
学
者
で
も
簿

記
の
重
要
性
や
基
本
的
な
知

識
を
学
び
な
が
ら
財
務
・
会

計
の
基
本
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
。
２
級
の
知
識
は
実
際
の

仕
事
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活

用
で
き
る
た
め
、
多
く
の
企

業
が
同
検
定
の
資
格
取
得
を

奨
励
し
て
い
る
。

授
業
形
式
で
、
講
師
が
最

終
講
義
ま
で
担
任
制
で
丁
寧

に
指
導
す
る
。
３
級
は
数
字

が
苦
手
で
も
安
心
し
て
質
問

・
学
習
が
で
き
る
初
心
者
用

ク
ラ
ス
。
豊
富
な
練
習
問
題

や
直
前
対
策
演
習
で
の
本
番

形
式
の
模
擬
試
験
で
実
践
能

力
を
磨
き
、
確
実
な
合
格
を

目
指
す
。
振
替
受
講
制
度
が

あ
り
、
都
合
に
合
わ
せ
て
受

講
可
能
。
３
級
は
本
町
教
室

日
曜
日
コ
ー
ス
、
本
町
教
室

火
・
金
曜
日
コ
ー
ス
、
新
大

阪
教
室
土
曜
日
コ
ー
ス
、
２

級
は
本
町
教
室
月
・
木
曜
日

コ
ー
ス
、
本
町
教
室
土
曜
日

コ
ー
ス
が
あ
る
。

【
問
合
せ
】
検
定
担
当
�
６

９
４
４
・
６
４
３
０

物
流
維
持
に
向
け

荷
主
懇
談
会
に
出
席

一
般
社
団
法
人
大
阪
府
ト

ラ
ッ
ク
協
会
河
北
支
部
主
催

の
荷
主
懇
談
会
が
２
月
１９
日

に
開
か
れ
、
大
阪
商
工
会
議

所
北
支
部
（
支
部
長
�
寺
内

俊
太
郎
・
大
阪
冶
金
興
業
社

長
）
か
ら
�
橋
一
雅
副
支
部

長
（
日
本
化
学
機
械
製
造
社

長
）
ら
１０
人
が
出
席
し
た
。

国
内
貨
物
輸
送
の
９
割
を

占
め
る
自
動
車
運
送
は
、
２

０
２
４
年
４
月
か
ら
の
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外

労
働
上
限
規
制
や
高
齢
化
・

人
手
不
足
な
ど
で
３０
年
に
荷

物
の
３
分
の
１
が
運
べ
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た

４
月
か
ら
は
白
ナ
ン
バ
ー
の

ト
ラ
ッ
ク
に
有
償
で
貨
物
の

運
送
を
委
託
す
る
こ
と
が
違

法
と
な
る
。

同
会
で
は
、
�
荷
待
ち
時

間
の
短
縮
�
手
荷
役
作
業
や

付
帯
業
務
の
削
減
�
適
正
な

運
賃
収
受
な
ど
、
荷
主
側
の

理
解
と
協
力
が
今
後
の
確
実

な
輸
送
体
制
継
続
に
重
要
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

【
問
合
せ
】
北
支
部
�
６
１

３
０
・
５
１
１
２

「脱炭素政策の迷走と市場構造の変化̶エネ
ルギー・貿易・資本に広がる制度的進展」
ＥＹ新日本有限責任監査法人
※例会終了後、交流会を予定

「脱炭素社会実現に向けた住友大阪セメント
の技術開発」
住友大阪セメント
※技術・事業開発研究会と合同開催

「資源循環に向けた技術開発と社外連携事例
（仮）」
サントリーホールディングス

調整中

「カーボンニュートラル分野における大企業
×スタートアップ企業の協業事例」
Bioworks

工場見学会
関西電力 姫路第二発電所

第１回
５月２９日

第２回
６月１９日

第３回
７月下旬

第４回
１０月上旬

第５回
１１月上旬

第６回
１２月８日

環境・エネルギービジネス研究会

初
学
者
も
安
心

日
商
簿
記
検
定
３
級
・
２
級

４
月
か
ら
５
講
座
を
開
講

風

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る

脱
炭
素
の
最
新
動
向
解
説

第
４
回
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰

経
験
や
理
念
の
継
承
を
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